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Ⅰ 単元の構想 

１ 単元観    

本単元は、小学校学習指導要領（平成29年告示）解説算数編 Ａ数と計算 Ａ(4)「分数の意味と表

し方」の「(4)ア(ウ)一つの分数の分子及び分母に同じ数を乗除してできる分数は、元の分数と同じ大

きさを表すことを理解すること」「(4)ア(エ)分数の相等及び大小について知り、大小を比べること」

「(4)イ(ア)数を構成する単位に着目し、数の相等及び大小関係について考察すること」Ａ(5)「分数

の加法、減法」の「(5)ア(ア)異分母の分数の加法及び減法の計算ができること」「(5)イ(ア)分数の

意味や表現に着目し、計算の仕方を考えること」に位置付けられている。 

第４学年では、真分数や仮分数、帯分数について、数を構成する単位に着目し、大きさの等しい分

数を探すことや、それを日常生活に生かすことを考えることを指導してきた。また、和が１を超える

同分母の分数の加法及び減法について、数を構成する単位に着目し、計算の仕方を考えることを指導

してきた。 

第５学年では、分数の意味や表し方についての理解を深め、異分母の分数の加法及び減法の計算が

できるようにする。また、数を構成する単位に着目し、数の相等及び大小関係について考察すること

や、異分母の分数の加法及び減法の計算の仕方を考え、それらの計算ができることをねらいとしてい

る。さらに、分数の計算を今後の学習へ活用できるようにすることも大切である。 

ここで育成される資質・能力は、第６学年の分数の乗法及び除法について、数の意味と表現、計算

に関して成り立つ性質に着目した計算の仕方などの考察に生かされるものである。 

 

２ 研究との関わり 

 「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について(令和６年12月25日中央教育審議会諮

問)」では、「子供一人ひとりに目を向けた時に見えてきた課題」の中に、学習指導要領の理念や趣旨

の浸透が道半ばとして「知識と現実の事象を関連付けて理解」することとある。 

そこで、知識と現実の事象を関連付けて理解することができるように、単元の導入「であう」過程

と終末「つかう」過程でつながりのある単元構想をする。 

「つかう」過程で取り扱うような問題を簡略化して「であう」過程で提示することで、既習の知識

及び技能、経験を基に解決できることと、できないことを整理し、上手くいかないというモヤモヤし

た気持ちから学ぶ必要性に気付かせることができる。また、「つかう」過程では「であう」過程で提

示した問題に関連した問題を提示したり、問題作成させたりすることで、「追究する」過程で身に付

けた力を生かすことができるということを実感させることができる。さらに、「学びの記録」に「で

あう」過程で「できるようになりたいこと」、「追究する」過程で「できるようになった日」、「追

究する」過程の終わりに「できるようになったこと」、「つかう」過程の終わりで「単元の振り返り

（単元のはじめと終わりで変わったこと）」を書くことで、学びの成果を実感させることができる。 

 以上のことから、「であう」過程のモヤモヤ問題と学びの記録を利用することで、学びの成果を実

感できると考えた。 

 

３ 単元の目標及び児童の実態 

 目 標 児童の実態 

知識及び技能 ・一つの分数の分子及び分母に同じ数

を乗除してできる分数は、元の分数

と同じ大きさを表すことや、分数の

相等及び大小について理解し、大小

を比べたり、異分母の分数の加法及

び減法の計算をしたりすることがで

きる。 

・同分母の分数の加減や、分数を小数

に変えることは概ね理解している。 

・真分数、仮分数、帯分数などいろい

ろな分数の表し方に変えることが苦

手である。 

・数直線を使い同じ大きさの分数を判

断することはできるが、分数の意味

や大小関係の理解は不十分である。 

思考力、判断力、

表現力等 

・数を構成する単位、分数の意味や表

現に着目し、数の相等及び大小関係

・同分母の分数の加減では、解くこと

ができる児童が多いが、分母は計算



について考察したり、計算の仕方を

考えたりすることができる。 

しない理由を言葉で説明したり、図

で表現したりすることが苦手な児童

もいる。 

学びに向かう力、

人間性等 

・一つの分数の分子及び分母に同じ数

を乗除してできる分数は、元の分数

と同じ大きさを表すことなど、学習

したことを基に、異分母の分数の加

法及び減法の計算の仕方を考えた

り、計算の仕方を振り返り多面的に

検討したりしようとしている。 

・計算の仕方や手順を覚えようとする

児童は多いが、なぜそうなるのか、

他の方法はあるかなど、意味を考え

たり、考えを比較したりすることは

苦手である。 

・正解や速さを重視し、考え方を振り

返ったり、多面的に検討したりする

ことが十分にできていない児童もい

る。 

 

４ 評価規準 

知識・技能 ①一つの分数の分子及び分母に同じ数を乗除してできる分数は、元の分数と同じ

大きさを表すことを理解している。 

②分数を約分することができる。 

③分数の相等及び大小について知り、通分することで、分数の大小を比べること

ができる。 

④異分母の分数の加法及び減法の計算ができる。 

思考・判断・ 

表現 

①分数の性質に基づいて、数の相等及び大小関係について考察している。 

②異分母の分数の加法及び減法について、分数の意味や表現を基にしたり、一つ

の分数の分子及び分母に同じ数を乗除してできる分数は、元の分数と同じ大き

さを表すことを用いたりして、計算の仕方を考えている。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

①一つの分数の分子及び分母に同じ数を乗除してできる分数は、元の分数と同じ

大きさを表すことなど、学習したことを基に、異分母の分数の加法及び減法の

計算の仕方を考えたり、計算の仕方を振り返り多面的に検討したりしようとし

ている。 

 

５ 指導及び評価の計画（全10時間：本時第１時） 

過 

程 

時

間 

□学習活動 

 

知 思 態 ◆評価項目＜方法（観点）＞ 
○指導に生かす評価、●評定に用いる評価 

で

あ

う 

１
（
本
時
） 

□異分母の分数の加減計算について、

分母を揃えることに着目し、計算の

仕方を考える。 

□学びの記録を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ ○ ◇既習を基にして、分母を揃える方

法を考えている。 

＜観察・ノート（思②）＞ 

◇単元を通して追究していきたくな

るような問いを見いだしている。 

＜学びの記録（態①）＞ 

 

［単元の課題］ 
分母が違う分数の計算をするにはどうすればよいのだろうか？ 



追

究

す

る 

２ □大きさの等しい分数を見つける活動

を通して、分数の分母と分子に同じ

数をかけても、同じ数で割っても、

分数の大きさは変わらないことに気

付く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ○  ◆分数の性質を使った大きさの等し

い分数のつくり方を理解し、大き

さの等しい分数をつくることがで

きる。 

＜ノート・プリント（知①）＞ 

◇大きさの等しい分数間にあるきま

りを見いだし、大きさの等しい分

数のつくり方を考え、説明してい

る。＜観察・ノート（思①）＞ 

 

３ □除法の性質を基に約分の意味につい

て理解し、方法をまとめる。 

● ○  ◆分数の性質を使った約分の仕方を

理解し、約分することができる。 

＜ノート・プリント（知②）＞ 

◇約分の仕方を、分母と分子の最大

公約数に着目して考え、説明して

いる。＜観察・ノート（思②）＞ 

 

 

 

４ □通分の意味について理解し、異分母

の大小を比べたり、差を求める方法

を考えたりする。 

○ ●  ◇分数の性質を使った分数の大きさ

の比べ方を理解し、異分母の分数

を通分することができる。 

＜ノート・プリント（知③）＞ 

◆通分の仕方を、分母の最小公倍数

に着目して考え、説明している。 

＜観察・ノート（思①）＞ 

 

 

 

 

 

５ □異分母の分数の加減計算では、通分

してから計算すること、答えが約分

できるときは約分することを理解

し、計算する。 

○ ●  ◇異分母の分数の加減計算の仕方を

理解し、計算ができる。 

＜ノート・プリント（知④）＞ 

◆異分母の分数の加減計算の仕方

を、単位分数の意味や分数の表現

に着目して考え、説明している。 

＜観察・ノート（思②）＞ 

 

 

 

 

［本時のめあて］ 
数直線を使わなくても、大きさの等しい分数を見つけることはできるだろうか？ 

［本時のめあて］ 
分母や分子が小さい分数になおすことはできるだろうか？ 

［本時のめあて］ 
分母が違う分数の大きさを比べることはできるだろうか？ 

［本時のめあて］ 
分母が違う分数のたし算やひき算はどのようにすればできるのだろうか？ 



６ □異分母の帯分数の加減計算では、通

分してから整数部分、分数部分どう

しを計算する方法と、仮分数に表し

て、通分して計算する方法があるこ

とを理解し、説明する。 

 

 

 

 

 

● ○  ◆異分母の帯分数の加減計算の仕方

を理解し、計算ができる。 

＜ノート・プリント（知④）＞ 

◇異分母の帯分数の加減計算の仕方

を、帯分数の構造や既習の真分数

の計算を基に考え、説明してい

る。 ＜観察・ノート（思②）＞ 

７ □小数を分数で表せばいつでも計算で

きることを理解し、分数と小数の混

じった加減計算の仕方を、数の表し

方に着目して考え、説明する。 

 ○ ● ◇分数と小数の混じった加減計算の

仕方を、分数と小数の表し方に着

目して考え、説明している。 

＜観察・ノート（思②）＞ 

◆分数と小数の混じった加減計算の

仕方を、既習を基に考え、学習に

生かそうとしている。 

＜観察・ノート（態①）＞ 

 

 

 

 

８ □時計の文字盤に着目し、分数を用い

て時間を表す。 

□学びの記録を書く。 

●   ◆時間を、何等分かした何個分と捉

え、分数で表すことができる。 

＜ノート・プリント（知③）＞ 

つ

か

う 

９ □学習したことを活用して、第１時に

扱った問題に関連した問題に取り組

むとともに、問題を作成する。 

□学びの記録を書く。 

 ○ ● ◇既習を基にして、異分母の分数の

加減計算の仕方を考え、説明して

いる。 

＜観察・学びの記録（思②）＞ 

◆単元の学習を振り返り、価値付け

たり、今後の学習に生かそうとし

たりしている。 

＜学びの記録（態①）＞ 

 

 

 

 

10 □単元テストを行う。 ●   ◆基本的な問題を解決することがで

きる。＜テスト（知①②③④）＞ 

  

［本時のめあて］ 
異分母のたし算やひき算を生活や学習に活用できるだろうか？ 

［本時のめあて］ 
真分数のときと同じように、分母が違う帯分数でもたし算やひき算ができるだろうか？ 

［本時のめあて］ 
表し方をそろえれば、小数と分数のたし算やひき算ができるだろうか？ 

［本時のめあて］ 
分数を使って時間を表すことはできるだろうか？ 



Ⅱ 第１時の学習 

１ ねらい 分母が異なる分数の加減計算の仕方を考える活動を通して、本単元の学習で追究してい

く問いを見いだすことができるようにする。 

 

２ 展 開    

主な学習活動 

予想される児童の反応〔Ｓ〕 

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 異分母の分数の加法場面から、異分母の分数

の加法の仕方を考えていくことで、めあてを設

定する。 

（導入15分） 

 

 

 

Ｓ：Ａさんは半分食べて、Ｂさんより多く食べた

のだな。 

Ｓ：二人で１個のほとんどを食べたのだな。 

 

 

Ｓ：残りの量はどれくらいかな。 

Ｓ：まず、二人が食べた分は、足し算でできそう

だな。 

 

 

 

◎「つかう」過程で取り扱うような問題を簡略

化して提示する。 

 

 

 

 

 

○視覚的に捉えることができるように、 
1

2
 と 

1

3

をそれぞれ、図で示す。 

 

 

 

○残りを求めるためには、まず 
1

2
 + 

1

3
 を求める

必要があることに気付くことができるよう

に、合わせてどれくらい食べたのかを問い掛

ける。 

○ 
1

2
 + 

1

3
 がいくつになるか予想させ、 

2

5
 になり

そうという予想は、違うということに気付く

ことができるように、
1

2
 と  

1

3
 を合わせた図

と、
2

5
 の図を比べるよう促す。 

２ 同分母の分数の加法の仕方を基に解決する。          

（展開①10分） 

Ｓ：図を切って考えてみよう。 

Ｓ：五等分のプリントだと点がぴったり合いそう

だと思ったのにな。 

Ｓ：
1

2
 は二等分の図だけど、六等分の図でも表す

ことができるな。 

 

 

○試行錯誤して上手くいきそうでいかない体験

ができるように、二等分、三等分、四等分、

五等分、六等分、七等分、八等分できるよう

な円周に点が打ってある円形プリントを準備

する。 

○異分母の分数を同分母に変えるという考えに

気付くことができるように、六等分の図を使

って解決しようとしている児童の考えを取り

上げる。 

 

 

 

 

３ 同分母の分数の加法との共通点や相違点を見

いだす。          

（展開②10分） 

Ｓ：今までは分母が同じだったけれど、今日は分

母が違うな。 

Ｓ：分母が違う分数の足し算を考える時、毎回図

を使うのは大変だな。 

Ｓ：計算で求めることはできるのかな。 

 

 

 

○同分母の加法等、関連する既習の内容に気付

くことができるように、今までのどんな学習

を使って問題解決したのかを問い掛け、板書

する。 

○本単元で学習していく内容を考えることがで

＜めあて＞ 

1

2
 + 

1

3
 は、いくつになるのだろう。 

ケーキが１個あります。A さんはそのケーキの 
1

2
 、B さんは 

1

3
 食べました。 

A さんは次の日に残りのケーキを食べようと思っています。 

◆評価項目 

既習を基にして、分母を揃える方法を考え

ている。   ＜観察・ノート（思②）＞ 



 

３ 板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「つかう」過程で取り扱う問題 

 

ケーキが 1 
2

3
 個あります。３人で残さず食べます。どの三人ならできますか。 

Aさん 
７

９
 個 Bさん 

５

18
 個 Cさん 

１

3
 個 Dさん 

１

２
 個 Eさん 

１

６
 個 Fさん 

５

６
 個 

 きるように、異分母の分数同士では、そのま

ま計算することができないことに触れ、大き

さを変えずに違う分数に表すことに着目させ

る。 

４ 本時を振り返り、単元の課題を立てる。 

（終末10分） 

Ｓ：分母が違う分数のたし算やひき算ができそ

う。 

Ｓ：どんな分数でも分母を揃えればたし算やひき

算ができそう。 

 

 

 

 

 

 

・分母が違う分数のたし算やひき算ができるよう 

になりたい。 

・図を使わなくてもできるようになりたい。 

・帯分数でも、分母が違う分数のたし算やひき算 

ができるようになりたい。 

・分母が違う三つの分数のたし算やひき算ができ 

るようになりたい。 

 

 

 

○単元の課題を立てることができるように、新

たな疑問や、できるようになりたいことを問

い掛ける。 

◎追究していきたくなるような問いを見いだす

ことができるように、既習を基に解決できる

こととできないことを整理し、更に知りたい

ことなど単元の学習内容との関連を考えるよ

うに促す。 

 

 

 

 

 

 

◆評価項目 

単元を通して追究していきたくなるような

問いを見いだしている。 

＜学びの記録（態①）＞ 

10/ めあて 
1

2
 + 1

3
 は、いくつになるのだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーキが１こあります。 

Aさんは 1
2
、B さんは 1

3
 食べました。 

A さんは次の日に残りのケーキを食べよう

と思っています。 

1

2
 

今までは… 

・分母が同じ 
2

3
 + 

1

3
 ＝ 

3

3
 

分数のたし算とひき算 

単元の課題 

分母がちがう分数の計算をするには

どうすればよいのだろうか。 

＜単元の課題＞ 

分母が違う分数の計算をするにはどうすれば

よいのだろうか。 

学びの記録 

 

1

2
      

1

3
     

 

 半分     
３等分した 

うちの１つ分 

５等分した 

うちの２つ分 
 

ちがうなぁ 
2

5
 にならなそう 

1

2
 + 

1

3
 ＝ 

2

5
 ？ 

  
3

6
？ 

1

3
 

  
2

6
？ 

単元名 

６等分 


